
いちごドリルプリント

奈良時代 名前

問1 743年に「墾田永年私財法」が制定された背景と、その後の社会への影響について説明した文として最も適切なものはどれですか。 （2023年

神奈川県公立入試 類似）

1. 農民の没落を防ぐために土地の売
買を禁止したが、結果として有力な
農民が土地を買い占めることになっ
た。

2. 武士が各地で勢力を強めたため、
政府が土地の支配権を武士に与える
ことで、地方の混乱を鎮めようとし
た。

3. 全国の土地の広さと収穫量を調査
し、耕作者に直接土地の所有権を認
めたことで、班田収授法が完成した
。

4. 人口増加による公地の不足を背景
に、開墾した土地の永久私有を認め
たことで、貴族や寺社による荘園形
成が進んだ。

問2 律令制における税の仕組みについて、都での労役の代わりとして布を納める「庸」の説明として、最も適切なものはどれですか。 （2016年

鹿児島県公立入試 類似）

1. 国司の命令により、地方での土木
工事などのために年間60日以内働く
負担。

2. 都での労役の代わりに布を納め、
主に都での役人の食糧や経費に充て
られた負担。

3. 各地の絹や布、糸、海産物などの
特産物を都まで運んで納める負担。

4. 口分田の面積に応じて、収穫した
稲の約3％を地方の倉庫へ納める負担
。

問3 奈良時代の文化を象徴する和歌集である『万葉集』の大きな特徴を説明した記述として、最も適切なものはどれですか。 （2017年 大阪府公立入試 類似）

1. 漢字の音や訓を借りて日本語を表
記する「万葉仮名」が用いられ、天
皇から防人、農民まで幅広い階層の
歌が収められている。

2. 紀貫之によって編纂された初の勅
撰和歌集であり、ひらがなを用いた
繊細な表現で貴族の生活が詠まれて
いる。

3. 後鳥羽上皇の命によりまとめられ
、武士の台頭という社会の変化を反
映した力強い歌風が中心となってい
る。

4. 聖徳太子の時代から伝わる仏教の
教えを、一般の人々にも分かりやす
く伝えるための教訓歌が中心である
。

問4 日本最古の歌集である万葉集の大きな特徴として、最も適切な説明はどれですか。 （2026年 静岡県公立入試 類似）

1. 漢字のへんやくりを省略して作ら
れた「かな文字」で、女性の心情が
多く綴られている。

2. 醍醐天皇の命により、紀貫之らに
よって編纂された最初の勅撰和歌集
である。

3. 天皇や貴族だけでなく、防人や農
民といった庶民の歌まで幅広く収録
されている。

4. 後鳥羽上皇の命により、藤原定家
らによって鎌倉時代初期にまとめら
れた。

問5 奈良時代の税制について、地方の財源として各国の国衙（役所）にある倉庫に蓄えられた「租」の特徴を説明したものとして、最も適切なもの
はどれですか。 （2023年 大阪府公立入試 類似）

1. 土地の面積に応じて課され、収穫
した稲を各地の正倉に納める負担で
あった。

2. 各地の特産品を都まで運んで納め
る負担であり、主に絹や糸、海産物
などが対象であった。

3. 成人男性に対して、都での労働の
代わりに布を納めさせる負担であっ
た。

4. 公的な土木事業や雑務のために、
年間60日を限度として地方で働く負
担であった。

問6 奈良時代の文化や社会を伝える記録について述べた次の文のうち、当時の地方の状況や伝承を記した書物の特徴として最も適切なものを選びな
さい。 （2020年 熊本県公立入試 類似）

1. 天皇の系譜や国家の成り立ちにつ
いて、神話の時代から年代順に記述
された。

2. 各地の特産品や地名の由来、その
土地に伝わる神話や物語が記録され
た。

3. 貴族から防人、農民にいたるまで
、幅広い身分の人々が詠んだ歌が収
められた。

4. 全国の戸籍に基づいて、人々に割
り当てられた区分田の面積や位置が
記録された。

問7 墾田永年私財法の制定が、その後の社会に与えた影響について述べた文として、最も適切なものはどれですか。 （2018年 沖縄県公立入試 類似）

1. 6歳以上の男女に口分田を与え、
死後は国に返還させる班田収授法が
全国で初めて実施された。

2. 豊臣秀吉によって全国の土地の広
さや質が調査され、土地の所有者が
確定した。

3. 貴族や寺社が財力を背景に大規模
な開墾を行い、荘園と呼ばれる私有
地が形成されるようになった。

4. すべての土地と人民を天皇が直接
支配する公地公民の制度がより厳格
になった。

問8 大宝律令の制定によって確立された「公地公民」の原則に基づき、当時の人々の生活や税制について述べたものとして正しいものはどれですか
。 （2016年 岩手県公立入試 類似）

1. 有力な農民に名主としての権利を
認め、年貢の納入を請け負わせる名
主制を導入した。

2. 検地を行い、農地を実際に耕して
いる農民を土地の所有者として認め
、地租を課した。

3. 戸籍を作成して人々に口分田を与
え、代わりに租・庸・調などの税を
課した。

4. 大名に参勤交代を義務付け、その
領地で収穫される米の量を石高とし
て登録した。

問9 奈良時代、律令国家の体制が整えられる中で編纂された、日本の神話や伝承、歴史を記録した歴史書の組み合わせとして正しいものを選びなさ
い。 （2026年 新潟県公立入試 類似）

1. 古事記・日本書紀 2. 源氏物語・枕草子 3. 万葉集・風土記 4. 平家物語・太平記

問10 聖武天皇が、都に東大寺の大仏を造営したり、全国に国分寺・国分尼寺を設置したりした背景として、最も適切な説明はどれですか。 （2016年

富山県公立入試 類似）

1. 貴族や僧侶の勢力を抑え、天皇の
権力を絶対的なものにするため

2. 律令制度を強化し、法に基づく中
央集権体制を完成させるため

3. 仏教の力で社会の不安を取り除き
、国家の安定を図るため

4. 唐の進んだ文化を積極的に取り入
れ、日本の国際的地位を高めるため

問11 聖武天皇の遺品などが納められている正倉院には、インドに起源を持つ楽器や、西アジアでつくられたとされるガラス製品が保存されています
。これらの品々が8世紀の日本に存在している理由として、最も適切な背景を説明しているものはどれですか。 （2023年 鹿児島県公立入試 類似）

1. 南蛮貿易の開始により、西アジア
のガラス細工が直接日本に届いたか
ら

2. 勘合貿易を通じて、明（中国）か
らインド産の豪華な宝物が輸入され
たから

3. 遣唐使が、唐に集まっていた西域
やインドなどの多様な文化を持ち帰
ったから

4. 鑑真が、東南アジア諸国を経由し
て多くの工芸品を日本へ伝えたから

問12 奈良時代の文化と政治に関連して述べた次の文のうち、正しいものはどれですか。 （2023年 富山県公立入試 類似）

1. 足利義満が金閣を建立した時期に
、聖武天皇が全国に国分寺を建てた
。

2. 道元が伝えた禅宗の影響を受け、
聖武天皇が東大寺に大仏を安置した
。

3. 聖武天皇が東大寺を建立し、仏教
による国家の安定を目指した。

4. 藤原頼通が東大寺の大仏を造立し
、華やかな国風文化の象徴とした。
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答え合わせ・解説
問1 答え 4

人口増加による公地の不足を背景に、開墾し
た土地の永久私有を認めたことで、貴族や寺
社による荘園形成が進んだ。

班田収授法の行き詰まりを打破するために出されたこの法令は、それまでの「公地公民（土地
と民はすべて国家のもの）」という原則を大きく変えるものでした。豊かな資金力を持つ貴族
や寺社が大規模な開墾を進めたことで、私有地である「荘園」が増大し、律令国家の体制が変
化していく要因となりました。

問2 答え 2
都での労役の代わりに布を納め、主に都での
役人の食糧や経費に充てられた負担。

庸は、成人男子が都へ行って年間10日間働く代わりに、布（2丈6尺）を納める制度です。こ
の庸や、特産物を納める「調」は、負担者が自力で都まで運ばなければならず、農民にとって
非常に重い負担となりました。選択肢にある稲を納めるものは「租」、地方での労役は「雑徭
」に該当します。

問3 答え 1
漢字の音や訓を借りて日本語を表記する「万
葉仮名」が用いられ、天皇から防人、農民ま
で幅広い階層の歌が収められている。

万葉集の最大の特徴は、歌の作者が天皇や貴族だけでなく、東国の防人（防人歌）や農民など
、身分を問わず多岐にわたっている点にあります。まだ、かな文字が発明されていなかったた
め、漢字を日本語の音として利用する「万葉仮名」という独特の表記方法がとられており、当
時の人々の生の声を知る貴重な資料となっています。

問4 答え 3
天皇や貴族だけでなく、防人や農民といった
庶民の歌まで幅広く収録されている。

万葉集は、天皇から名もなき庶民（防人や農民）まで、階級を問わず多様な人々の歌が収めら
れている点が、後の時代の勅撰和歌集にはない大きな特色です。また、この時期はまだ「かな
文字」が完成していないため、漢字の音や訓を用いた「万葉仮名」で表記されています。

問5 答え 1
土地の面積に応じて課され、収穫した稲を各
地の正倉に納める負担であった。

「租」は、律令制において口分田を与えられた農民に対し、その面積に応じて課された土地税
です。庸や調が都（中央政府）へ運ばれて役人の給与や国家の経費に充てられたのに対し、租
は収穫された稲をその土地の国衙にある正倉（倉庫）に貯蔵し、主に地方の役所の経費や、飢
饉の際の備蓄米として活用されました。

問6 答え 2
各地の特産品や地名の由来、その土地に伝わ
る神話や物語が記録された。

この書物は「風土記」を指しています。中央政府が地方を統治するにあたり、単に人口や税収
を把握するだけでなく、その土地の地理的背景や文化的な由来を整理させる目的がありました
。特に「出雲国風土記」などは、ほぼ完全な形で今日まで伝えられており、古代の地方社会の
様子を具体的に示しています。

問7 答え 3
貴族や寺社が財力を背景に大規模な開墾を行
い、荘園と呼ばれる私有地が形成されるよう
になった。

墾田永年私財法の制定により、開墾した土地の永代私有が認められると、豊かな経済力を持つ
中央の貴族や大寺社は、農民や浮浪者を利用して盛んに土地を切り開きました。こうして成立
した大規模な私有地は荘園と呼ばれ、律令国家が理想とした公地公民制を崩壊させる要因とな
りました。

問8 答え 3
戸籍を作成して人々に口分田を与え、代わり
に租・庸・調などの税を課した。

律令制度のもとでは、土地と人民はすべて国家のものとする「公地公民」の考え方が徹底され
ました。これに基づき、6歳以上の男女に土地を貸し与える「班田収授法」が行われ、戸籍に
よって管理された人民には、稲を納める「租」や、地方の特産物を納める「調」などの重い負
担が課せられました。

問9 答え 1
古事記・日本書紀

奈良時代には、国家としての正当性を示すために大規模な歴史書の編纂が行われました。天武
天皇の発案から始まり、後に完成した『古事記』と、漢文で記された正史である『日本書紀』
がその代表です。選択肢にある『源氏物語』などは平安時代の文学作品であり、歴史書ではあ
りません。

問1
0

答え 3
仏教の力で社会の不安を取り除き、国家の安
定を図るため

聖武天皇の治世は、疫病の蔓延や深刻な凶作、さらに貴族間の対立による反乱が重なった時期
でした。こうした困難な状況に対し、単なる政治的解決だけでなく、宗教的な権威を活用して
人々の心を安定させ、国の混乱を鎮めようとする「鎮護国家」の考え方が採用されました。東
大寺は全国の国分寺の中心としての役割を担い、大仏はその象徴として造営されました。

問1
1

答え 3
遣唐使が、唐に集まっていた西域やインドな
どの多様な文化を持ち帰ったから

天平文化が国際色豊かなのは、当時の唐が中央アジア、西アジア、インドなどと盛んに交流し
ていたことが大きな要因です。日本から派遣された遣唐使は、唐の都である長安などでこれら
の地域の文化に触れ、宝物や技術として日本へ持ち帰りました。正倉院の宝物は、当時の日本
が唐を窓口として間接的に世界とつながっていたことを示す貴重な資料となっています。

問1
2

答え 3
聖武天皇が東大寺を建立し、仏教による国家
の安定を目指した。

東大寺の建立と大仏の造立は、奈良時代を代表する聖武天皇による事績です。藤原頼通は平安
時代に平等院鳳凰堂を建てた人物であり、足利義満は室町時代の将軍です。また、禅宗が日本
に広まるのは鎌倉時代以降であり、奈良時代の仏教は「鎮護国家」という国家を保護する性格
が強いものでした。


